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1事務的職業、生産工程・労務の職業などの職業分熟ま、統計局の国勢調査における、第3次基本集計   
の職業大分類のことである。なお、0．35とは厚生労働省［2009］における、「職業別一般職業紹介状況［実   
数］（常用（含パート））における値であり、季節調整値でない点に留意されたい。  
2 全国と米沢所管内の有効求人倍率は、厚生労働省［2009］、置賜地区雇用対策協議会［2009］に基づき記   
している。共に季節調整値ではない。  
3 調査対象は第2章1節の「対象1）」、及び「対象2）」を満たしている着である。郵送数86、宛先不明  
18、実質対象者数68名、有効回答数27名（39．7％）となっている。なお、調査結果は、本学のキャリア   
支援センター所収となっている。  
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4 季節調整済みの値であり、統計局の『労働力調査年報（Ⅰ基本集計）』に基づき記している。  
5 YouthEmployabilitySupportProgram．の略称であり、2004年以降実施している。  
6 YES－PROGRAMは、大きく、①企業が何を求めているのかを理解する。②就職能力の向上に   
向けた学習。③「能力修得証明書」を就職括動に活用できる事業によって構成されている。  
7 この点に関しては、平沢［2005］を参照されたい。  
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松下：米沢女子短期大学の卒業生に対する組織の評価  
第2章．PC能力の活用能力において高評価で、社会人としての明るさに課題のある本学の  
卒業生．   
第1節．調査方法．   
調査は、先行調査（ヒアリング調査）とアンケート調査によって実施をした。対象、調査  
実施期間、及び概要は下記の通りである8。   
対象．  








アンケート調査  …2009年2月   









第2節．本学卒業生の勤務先に対するアンケート調査結果．   
最初に、本学卒業生の勤務先の特徴を記す。米沢市の事業所等と今回の回答組織の従業員  
規模を比較すると、今回の調査は30名以上の規模に偏っている（表1）。業種に関しては、  










8 今回の調査では、第2章1節の「対象」に該当する本学の卒業生を含めた考察をしていない。この考   
察に関しては、本学のキャリア支援センターに寄贈している資料を参考されたし。  
9 置賜地域とは、米沢市、南陽市、長井市、高島町、川西町、小国町、白鷹町、飯豊町によって構成さ   
れている地域である。  
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表1．アンケート調査における企業・団体の従業員規模（正社員）．  
今回調査   米沢市  
（平成19年度）   
1～9名   4社（13．3％）   34生社（63．7％）   
10～29名   4社（13．3％）   109社（20．2％）   
30～49名   5社（16．7％）   33社（6．1％）   
50～99名   8社（26．7％）   25社（4．6％）   
100～299名   5社（16．7％）   19社（3．5％）   
300名以上   4社（13．3％）   10社（1．9％）   























以降の比率の増減   
正社員の比率を増加する予定  2  2   
非正社員の比率を増加する予定   3   1   






10「今回調査」は置賜地域のデータである。右列のデータは、米沢市以外の平成19年データを入手できな   
かった都合上、置賜地域ではなく、米沢市となっている点に留意されたい。なお、南陽市に関しては、   
平成18年のデータにおいて従業員1～9名で1，705事業所、従業員10～29名で220事業所、従業員30名   
以上で73事業所となっている。  
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正社員と非正社員合計   正社員   非正社員   
在職   
33名   23名   10名  
（66．0％）   （62．2％）   （76．9％）   
退職   17名   14名   3名   










0  1990年3月卒91 92 93 94 95 96 97 98 99 20DO Ol O2 03 04 05 06  
（出所）厚生労働省編［2009］，p．22．より引用．  
l－「米沢女子短期大学出身者」の箇所についてだが、企業・団体等に郵送したアンケート調査では卒業生   
の実名を記載している。  
】2 脚注11と同様。  
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1990年3月卒91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000 01 02 03 04 05 06  









賜地域の企業は本学の卒業生に対して一定の評価をしているといえよう。   
次に、質問1－1（2）について述べる（表5）。離職者の在職していた期間で最も多い  
のは6ケ月以内（2006年入社60．0％，2007年入社57．1％）である1d。なお、離職者の多くは  
1年以内に離職をしている（2006年入社で80．0％、2007年入社で71．4％）。   
サンプル数を増やした考察を要するが、今回の調査結果が他の地域全体にも当てはまると  




13 勤めてから1～3年間の卒業生の混在していること、及び、アンケート調査の実施時期が2009年2月   
中旬であることの考慮を要するために、単純比較するべきではない。  
】4 2008年入社に関しては0％である。調査時期が2月であるために、3～4月に離職する可能性は有し   
ている。  






2007年入社   2008年入社   
6ケ月以内   6名（60．0％）  4名（57．1％）   0名   
6ケ月超～12ケ月以内   2名（20．0％）   1名（14．3％）   0名   
12ケ月超～24ケ月以内   1名（10．0％）  2名（28．6％）  
24ケ月超   1名（10．0％）  






回答数  構成比率   
①事業拡大のため   3   10．0％   
②部署見直しのため（全社的）   4   13．3％   
③部署見直しのため（部門単位）   4   13．3％   
④欠員補充のため   15   50．0％   
⑤その他   3   10．0％   
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回答数   構成比率   
ある   3   10．0％   
ない   26   86．7％   






回答数  構成比率   
採用人数の確保よりも、採用基準に到達し   
3   
ている人材の確保を優先するため   
100％  
採用基準に到達している人材よりも、採用   0   0％  
（出所）筆者作成．  




























1番目   2番目   3番目   
①コミ土ニケーショシ能力（人間関係・明るさ   
・素直さ）ぺ．   
1′5   4   3  
②コミュニケーション能力（人間関係・明るさ   
・素直さ・統率力）。   
3   2  
③課題を疲定す芦能力（意欲）。   2   6   
④課題を尭娘すろ能力（資格取得，学生時代に  
おける銀験）。   
6 5  
⑤配属先で活用できる資格を所有していること。   
⑥学生時代に身につけた講義（一般科目、PC  
操作等の教養科目）。   
3   1  
⑦学生時代に身につけた講義（専門科目）。   
⑧社会人としての一般常識。   4   6   9   
⑨その他   














15「乏しい」を1点、「やや乏しい」を2点、「やや豊か」を3点、「豊か」を4点として計算しており、   
平均値は項目ごとの合計点を4で割った値である。  
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米沢女子短期大学卒業生      1人前となった代表的な社員  
2  2  
乏  乏  
値   し い   や や 乏  
し  し  値   
い   い   
①働く意欲がある   0  10  18  3．55  0  0  10  15  3．60   
②明るい   0    16  12  3．38  0  0  8  17  3．68   
③素直（謙虚）   0    12  16  3．52  0  0  10  15  3．60   




技能職を期待できる）   
⑥パソコン・ソフト（Word，Excel）   0  2  16  9  3．26  0  6  10  9  3．12   
の基礎的な操作ができる  
⑦心身ともに健康   0  2    16  3．48  0  0  8  16  3．67   
⑧社会人としての教養（礼儀作法、   0  3  17  9  3．21  0  2  12  12  3．38   
動作）が身についている  
⑨社会人としての教養（知識）が   0  3  16  10  3．24  0  口  16  8  3．28   
身についている  
合計   4  14  127  103  3．34  0  14  94  114  3．45  
（出所）筆者作成．  
まとめと今後の課題．   
本論では、本学の卒業生を採用している企業における、本学の卒業生に対する評価をアン  
ケート調査に基づいて明らかにした。最初に、確認できたこととして、採用において重視し  
16 ここでいう「1人前」の目安とは、業務をある程度自分で段取りできること。社内において求められ   
る基礎的な素養が身についているとの説明を添えて質問をしている。  
17 無回答1社。  
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ト 折紙挫用に関して．  
－】．（節点生氏名）様にノーいて．  
1り 現軋（群銀生氏名〉牒は☆杜に勧めておりま1■か．  












＿■  ＿■  ＿■  
（6）敵胱の採用膿憫において．照捜してきた項目を敵えてください．   
【下た】において餅当Lrる項目＆、優先鰯に乃つ盟択して下さいつ  
＿■  ＿■  ＿l  
① コミュニケーンHン能力（入関田係・明るさ・＃狂さ），  
① コミュニケーン∪ン能力（人間関係・明ろさ・■鼓さ・統や力）．  
① R劇を敵軍すろ能力（慮欲）  
①サ盟を馳すち能力（資格取乱学ヰ噌Itにおりる曝書〉．  
⑳ 舵A先で梧州でさる甘柿と原村していること．  
ゆ や1乙時代に身につけた襲員（敵榊Il．PC繊作胃の畔♯何日）．  
㊥ 平生削モに身につけた鱒欄（噂円小口）．  
（砂 比企人としての・暇精I■．  
⑨その飽［：：；  〕  
（2）相中佼と比瀕して、折革の採用瓜増に変化l▲曳じていま－I‾れ  
はい      いいえ  





哩）桂川点間に刑場していろ人材よりも、広川人数の確保も■廉先す   
■ 宮山巧拙桁ムー相川佃冊Ⅷ牒戊たに⊥る幻射ノバニレ．て‘英賎してjミ‖1l  
2．硯川挽の人材について．  
†l．米沢女7・短期大ず山身筍の特徴を敢えてください．  
（硯せいる闊ににL 個別に挿髄をお山い放しま十マ ての軌こ．印は●○－     は 
でなく、－∧■、－虹■ とエⅦ人ドさい．）  
1√・と      べ～′n一・   吾  
①働く履軟があろ  【1    2  コ    J】  
②明い、  【1   2  3   11  
①水甚（繍戚）  【1   2  ニ1   4】  
④ 欝駐（Jiえられた化場を躍†言できる）  
【1    2  ⊃    4】  
侶〉応州カIjI覿．γ小 用1・甘椚牒L j■‖．材坤・一汁拍叩・】ら無用t無いごさ小  
［1    2  3    ‘l】  
⑰パソコン・ソフト（Wu r d．EICl！＝ の属領的な漁作ができろ  
【1    2  3    d】  
①心身と1一に蝕旗 ［1   2  〇    4】  
①放念人としての敦鳥目し愉作軋駄作）が身についている  
【1    2  1   ・1j  
⑨比企人としての織豊（知鼠）が身についていろ  




Il    ニ  こl   」）  
3．非正比良について   
－1．骨杜における正也nと抑止．社員のl大まかな）人数女敢えてください．  
正托畝 」 ＿＿名  
八Iltln   I■．   












（D 影響l∫出る（椚ノ点する）  
① 影響は刷る（減少すろ）  
（D 4隼憫になったからとい′，て、影事11出ない   
－2．4一仁でlひ」．またはI②」＆通釈したカに質憫です．  
3     4】  q）鋤く意欲がある 【l  
⑳明るい  【I   2  3    月J  
⑳舞狂t汁虚）  【1   2  〇    4〕  
（わ1拍lりlえられた仕♯を運行でさる）  
【1    2  3    4〕  
①兄潮力I17架、ケ′－ ▼長く1℡柁蛾、l†；】，At左1章魚n・！‡叱止そP11てJくい  
【1    2  3    4】  
⑥′くリコン・ソフト（Wor d．1ミ■ぐO」）の應饅的な許仰がでさる  
【Ⅰ    2  3    可】  
m心身とt，に知慮 【I    2  1   1j  
①社会人としての敢■（化膿座臥動作）が身についている  





ll人肌ノー‖ゼと＝L 5別号むふろ八月 一分て明雄Jりて㌧さて－ここ F】内．‘  
J｝t・く、k′，r′」lく，仙城仰一・衆舟が身：’／′いていろ二∠■々窃牲しJ■I、．／ご才ミ、駁i，用   
け肌て‖イ＝．烏PAに勤」托さJLてぃろ汁朋凋甘り拍柏．一基′告、てこ1腋択†∴．・  
